
市 川 市 立 図 書館 の メ ー ルマ ガ ジ ンを お 送 り いた し ま す。  
「 メ ー ル で のサ ー ビ ス 」で 配 信 をご 希 望 さ れた 方 へ お送 り し て いま す 。  
 
中 央 図 書 館 開館 20 周 年記 念  
◆ ◆ ◆ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━  
◆ ◆  市 川 市立 図 書 館 メー ル マ ガジ ン  第 69 号    2015 .1 .25  
◆ ━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━  
 
図 書 館 で 貸 出し の 際 に お渡 し し てい る 返 却 日の お 知 らせ の し お りに 、 中

央 図 書 館 開館 20 周 年 を記 念 し て募 集 し た ポス タ ー ・ 標 語 作 品 の入 賞 作

品 を 掲 載 し てい ま す 。 図書 館 へ の思 い の こ めら れ た 作品 で す 。  
 
■ ■  図 書 館か ら の お 知ら せ  □ - - - - - - - - - - - - - - - - -  
◆ 中央 図 書 館 特 集 展 示 連携 講 座 「人 生 の ハ ッピ ー エ ンド を 準 備 する ～ 遺

産 相 続 ・ 遺 言の 基 礎 知 識」 の ご 案内  
中 央 図 書 館の 2～ 3 月 の特 集 展 示 コ ー ナ ー では 「 終 活」 に 関 す る資 料 を

集 め て 展 示 しま す 。 併 せて 、 知 って い る よ うで 知 ら ない 相 続 ・ 遺言 の 基

礎 知 識 を 学 ぶ講 座 を 開 催し ま す 。  
＜ 日 時 ＞ 2 月 13 日 （ 金 ） 14 時 30 分 ～ 16 時  
＜ 場 所 ＞ 生 涯学 習 セ ン ター （ メ ディ ア パ ー ク市 川 ） 地下 集 会 室  
＜ 講 師 ＞ 齋 藤喜 代 美 氏（千 葉 県 金融 広 報 委 員会  金 融広 報 ア ド バイ ザ ー） 
＜ 募 集 人 員 ＞ 市 内 在 住 ・在 勤 の方 30 名  ＊お 子 様 連れ は ご 遠 慮く だ さ

い 。申 し 込 み多 数 の 場 合は 抽 選 にな り ま す 。  
＜ 申 し 込 み ＞中 央 図 書 館（ 〒 272 -0015 市 川市 鬼高 1－ 1－ 4）に 往 復 はが

き で 応 募  ＊往 面 に 住 所・ 氏 名 ・電 話 番 号 及び 返 信 用の 宛 先 を ご記 入 く

だ さ い 。 複 数の 応 募 は 無効 で す 。  
＜ 締 切 ＞ 1 月 30 日 （ 金） 消 印 有効  
＊ 当 選 結 果は 2 月 上 旬 に返 信 用 葉書 で 通 知 しま す 。  
h t tp : / /www.c i ty. i ch ikawa . lg . jp / l ib rary / i n fo /1177 .h tml  
 
◆ 行 徳 図 書 館リ サ イ ク ルブ ッ ク 市の ご 案 内  
図 書 館 で 不 要に な っ た 図書 ・ 雑 誌な ど を 市 民の 皆 様 に無 償 で 提 供い た し

ま す 。  
＜ 日 時 ＞ 1 月 31 日（ 土 ）11 時（ 30 分 前 から 整 理 券を 配 布 ）～ 14 時  ＊

入 場 入 れ 替 え制 で す 。  



＜ 場 所 ＞ 行 徳公 民 館 新 館 （ 行 徳 図書 館 の 1 階 フ ロア に な り ま す ）  
＜ 冊 数 ＞ お 一人 様 5 冊 まで  
 
◆ 図 書 蔵 書 検索 ・ 予 約 シス テ ム 一時 停 止 の お知 ら せ   
○ 図 書 館 シ ステ ム の メ ンテ ナ ン スの た め 、図書 館 Web サー ビ ス が停 止 し

ま す 。  
＜ 停 止 日 時 ＞ 2 月 2 日 （月 ） 9 時～ 17 時 30 分  
大 変 ご 不 便 をお か け し ます が 、 よろ し く お 願い い た しま す 。  
h t tp : / /www.c i ty. i ch ikawa . lg . jp / l ib rary / i n fo /1077 .h tml  
 
■ ■  文 学 者の 訃 報  □ - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -  
作 家の 宮 尾 登美 子 氏 が 昨年 12 月 30 日 に 88 歳 の 生涯 を 閉 じ まし た 。 直

木 賞 や 吉 川 英治 文 学 賞 など 数 々 の文 学 賞 を 受賞 さ れ た宮 尾 氏 。 その 作 品

は 映画 化 や 舞台 化 、 ド ラマ 化 も され 、 多 く の方 に 親 しま れ ま し た。 今 回

は 、宮 尾 氏 の作 品 か ら 市川 市 に ゆか り の あ る作 品 を ご紹 介 し ま す。  
 
◇ 『 き の ね  上 ・ 下 』 宮尾 登 美 子／ 著 （ 朝 日新 聞 社  1990）  
歌 舞 伎 役 者 の世 界 を 舞 台裏 か ら 描い た 作 品 で す 。 主 人公 ・ 光 乃 は実 在 の

人 物 で 、 塩 づく り 職 人 の家 に 生 まれ 、 歌 舞 伎役 者 11 代市 川 団 十郎 の 妻

に な り ま し た。 光 乃 の 生ま れ 故 郷が 市 川 市 の原 木 で あっ た と い う縁 で 、

原 木 西 浜 公 園に 文 学 碑 が建 立 さ れて い ま す。文 学 碑に は「 行 徳 原 木の 日 々

は 、 あ と か ら思 え ば ま こと に お おら か な も ので 、 村 中は 皆 一 家 うち の よ

う に 心 や す く、 浜 は 近 くて 子 供 たち は 群 れ つど い 、 はだ し で 走 りま わ っ

て い た も の であ っ た 。」 と 刻ま れ て いま す 。  
 
◇ 『宮 尾 本 平家 物 語  1～ 4』 宮尾 登 美 子 ／ 著（ 朝 日 新聞 社  2001）  
宮 尾 登 美 子 ／ 著 の 『 義 経 』（ 日 本 放 送 出 版 協 会  2004） と と も に 、 2005
年の N HK 大 河ド ラ マ 「義 経 」 の原 作 で す 。 宮 尾 氏 が「 女 性 の 生き 様」、

と り わ け 平 家一 門 の 大 きな 支 柱 とな っ た 時 子（ 二 位 尼） の 生 き 方に 強 い

思 い を 込 め た作 品 で 、執 筆 に あた り 使 用 し た資 料 は 大き な ダ ン ボー ル 40
箱 以 上 に の ぼっ た そ う です 。  
市 川 と は 関 わり が な さ そう で す が、 3 巻 に 手古 奈 と 名乗 る 女 性 が出 て き

ま す 。 以 下 原文 か ら の 引用 で す。“「 名 は 何 と申 す 」 と聞 く と 、 俯い た ま

ま で 、「は い 、 手 古 奈 と名 乗 っ てお り ま す る」 時 子 はえ 、 と 驚 いて 、「 手

古 奈 と 申 せ ば 、 あ の 下 総 の 真 間 と 関 わ り が あ っ て の こ と か 」 と い う と 、



（ 中略 ）「 …多 く の 殿 方に 慕 わ れた 真 間 の 手古 奈 に あや か る よ う、かよ う

に 名 乗 ら せ て頂 い て お りま す る 」”（ p310）  
 
 
‥ ‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥ ‥ ‥‥ ‥ ‥  
◇ メ ー ル マ ガジ ン の 登 録・ 解 除 はこ ち ら   
h t tps : / / opac . c i ty. i ch ikawa .ch iba . jp /win j /opac / top .do   
◇ こ の メ ー ルは 自 動 配 信さ れ て いま す 。 こ のア ド レ スに 返 信 い ただ い て

も 内 容 の 確 認お よ び ご 返答 が で きま せ ん 。 ご了 承 く ださ い 。  
 
━ ━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━  
市 川 市 中 央 図書 館  
〒 272-0015 千 葉県 市 川市 鬼高 1-1 -4 047-320 -3346   
━ ━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━━ ━ ━ ━ ━━ ━ ━  


